
第４期させぼ観光大使が決定しました
　８月1日、佐世保の観光をPRする「第4期させぼ
観光大使」に就任する大川美奈子さん（写真右、親和銀
行）と馬渡彩加さん（左、長崎県立大学２年生）が市役所
を訪れ、朝長市長に今後の抱負などを語りました。
　朝長市長は「佐世保の観光は注目度が高いので、お
二人の活躍に期待しています。頑張ってください」と
激励。大川さんは「美しい、楽しい、おいしい佐世保
の魅力を精一杯伝えます」、馬渡さんは「美しい自然
あふれる佐世保のまちを多くの人に PRします」とそ
れぞれ意気込みを語りました。
　観光大使の任期は 8月 6日から 2年間となってい
ます。今後、市内外のイベントなどでさまざまな活動
を行いますので、市民の皆さんの応援をよろしくお願
いします。

「地球温暖化防止センター」を設置しました
　7月 1日、本市は従来の環境教育の支援機能に加え、
地球温暖化防止の意識啓発等を図るため、戸尾町のさ
せぼエコプラザ内に「佐世保市地球温暖化防止活動推
進センター」を設置しました。市としての設置は九州
で 3番目となります。
　今後はセンターを中心に、本市の温暖化防止対策を
さらに進めていきます。
開館日時　火曜～土曜  9 時～ 18時
事業内容　❶不要な家具等の修理・販売❷各種環境講

座の開催❸小・中学校への学校支援業務
❹地球温暖化防止活動推進員の育成・支
援など

問環境保全課　 ☎ 26-1787

「国際旅客船拠点形成港湾」の指定を受けました
　7月 26 日、「官民連携による国際クルーズ拠点」を
形成する港湾に選定されていた佐世保港が「国際旅客
船拠点形成港湾」の指定を受け、国土交通大臣から「指
定書」の交付を受けました。今回の指定は、佐世保港
がアジアからのゲートウェイ機能を有した日本屈指の
拠点港として発展するための礎になるものであり、こ
れまで以上に、国土交通省や連携するカーニバルコー
ポレーションと一体となって取り組んでいきます。
　今後とも地元関係者の皆さまなどの協力をいただき
ながら、事業を進めていきたいと思いますので、ご理
解とご支援をよろしくお願いします。

7 月 1日、開所式でテープカットを行った関係者の皆さん

08

マイナンバーカード交付と
Web申請サポートのための休日窓口

日　　時　9月 24日（日）9時～ 13時
場　　所　市役所 1階・戸籍住民窓口課
　　　　　※出入口は本庁舎北口になります。
受け取りができる人
交付通知書が届いている人で、交付場所が「市役
所  戸籍住民（窓口）課」となっている人
※交付場所が上記以外の人は、当日に本人確認と暗
証番号設定等の手続きだけを行い、マイナンバー
カードは後日、本人限定受取郵便で送付します。

受け取りに必要なもの
交付通知書、通知カード、運転免許証などの本人
確認書類、住民基本台帳カード（持っている人だけ）
※健康保険証や年金手帳など顔写真のない身分証
は 2点以上必要です。また、本人確認書類は住
所・氏名が最新のものが必要です。

マイナンバーカードWeb申請のサポート
今回の休日窓口に合わせ、戸籍住民窓口課のタブ
レット端末を利用したWeb申請のサポートを行い
ます。事前の写真準備が不要となり、便利ですので、
どうぞご利用ください。マイナンバーカードは約 2
カ月後に本人限定郵便で送付します。
申請に必要なもの
通知カード、運転免許証などの本人確認書類、法
定代理人が申請する場合は本人と法定代理人の両
方の本人確認書類の提出が必要です。　
※健康保険証や年金手帳など顔写真のない身分証
は 2点以上必要です。また、本人確認書類は住
所・氏名が最新のものが必要です。

問戸籍住民窓口課　☎24-1111

証明書自動交付機サービスの終了に伴う
マイナンバーカード申請のご案内

　中央保健福祉センター 1階などで行っていた証明
書自動交付機サービスを来年 1月末で終了します。
窓口以外で諸証明を取得する方法は「コンビニ交付」
だけになりますので、コンビニ交付に必要なマイナ
ンバーカードを持っていない人は、早めの申請をお
願いします。
　なお、証明書自動交付機の利用に必要だった「さ
せぼ市民カード」を所有している人には、サービス
終了のお知らせ文書を 7～ 8月に郵送しています。
※「させぼ市民カード」は印鑑登録証として、窓口
での印鑑登録証明書の取得に引き続き必要ですの
で、処分しないで大切に保管してください。

コンビニ交付サービス
利用できる場所
　全国のコンビニエンスストア（約 49,000 店舗）
利用時間
　6時 30分～ 23時
※現在の戸籍・現在の戸籍の附票は平日 9時～
17時に利用可能。

取得できる証明書の種類
住民票の写し、印鑑登録証明書、所得課税証明書、
現在の戸籍、現在の戸籍の附票
※現在の戸籍、現在の戸籍の附票は佐世保市内に
　本籍がある人に限ります。
必要なカード
　マイナンバーカード

問戸籍住民窓口課　☎24-1111

消
防
職
員
採
用
試
験
の
実
施

（
U
J
I
タ
ー
ン
、
消
防
職
務
経
験
者
）

試
験
職
種
　
消
防
職（
救
急
救
命
士
）

試
験
日
　
10
月
29
日（
日
）

試
験
会
場
　
佐
世
保
市
消
防
局（
平
瀬
町
）

受
付
期
間
　
9
月
11
日（
月
）〜
10
月
13
日（
金
）

試
験
案
内
、
申
込
書
の
配
布
場
所

消
防
局
総
務
課
、
各
消
防
署
・
出
張
所
、
市

役
所
玄
関
案
内
、
中
央
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

玄
関
案
内
、
各
支
所
、
宇
久
行
政
セ
ン
タ
ー

※
申
込
書
は
市
・
消
防
局
Ｈ
Ｐ
か
ら
も
ダ
ウ

ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

受
験
資
格

　
次
の
要
件
を
全
て
満
た
す
人

•
昭
和
53
年
4
月
2
日
か
ら
昭
和
63
年
4
月
1

日
ま
で
に
生
ま
れ
た
人
で
、
高
校
卒
業
以
上

の
学
歴
が
あ
る
人

•
救
急
救
命
士
の
資
格
を
持
つ
人

•
平
成
29
年
9
月
1
日
時
点
で
消
防
吏
員
の
職

務
経
験
が
通
算
し
て
5
年
以
上
あ
る
人

•
平
成
29
年
9
月
1
日
時
点
で
長
崎
県
外
に
在

住
し
、
採
用
後
は
消
防
局
の
管
轄
区
域（
佐

世
保
市
、
西
海
市
、
波
佐
見
町
、
川
棚
町
、

東
彼
杵
町
、
佐
々
町
、
小
値
賀
町
）に
居
住

で
き
る
人

採
用
予
定
人
数
　
若
干
名

問
消
防
局
総
務
課

　
☎
23
・
9
2
5
1
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行
財
政
改
革
推
進
計
画

　（
後
期
プ
ラ
ン
）の
取
り
組
み

「
な
が
さ
き
し
ま
と
く
通
貨
」の

ご
利
用
を

ご
当
地
ナ
ン
バ
ー
に

　
　
交
換
し
ま
せ
ん
か

上
か
ら「
50
㏄ 以
下
」「
90
㏄ 以
下
」

「
1
2
5
㏄ 以
下
」の
プ
レ
ー
ト

こ
ん
な
と
き
ど
う
す
る
？

　
　
　
固
定
資
産
税
Ｑ
＆
Ａ

　
本
市
で
は
、
よ
り
質
の
高
い
行
政

サ
ー
ビ
ス
を
、
よ
り
低
い
コ
ス
ト
で

提
供
し
、
健
全
な
財
政
運
営
を
図
る

た
め
、「
第
6
次
佐
世
保
市
行
財
政
改

革
推
進
計
画（
後
期
プ
ラ
ン
）」と
、

そ
の
具
体
的
な
取
り
組
み
内
容
や
成

果
目
標
な
ど
を
定
め
た「
改
革
工
程

表
」を
策
定
し
て
い
ま
す
。
そ
の
内

容
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

限
ら
れ
た
行
政
資
源
を
有
効
活
用
し

成
果
を
向
上

　
本
市
の
事
務
事
業
に
つ
い
て
は
、

妥
当
性
や
有
効
性
、
効
率
性
な
ど
の

視
点
で
評
価
を
行
い
改
善
し
、
市
民

ニ
ー
ズ
に
合
っ
た
事
務
事
業
の
選
択

と
限
ら
れ
た
行
政
資
源（
人
・
物
・

金
）の
最
適
配
分
に
よ
り
成
果
向
上

を
図
り
ま
す
。

目
標
＝
改
善
効
果
額
24
・
66
億
円（
平

成
29
〜
33
年
度
）

補
助
金
の
効
果
検
証
に
よ
る
見
直
し

　
公
益
上
必
要
な
場
合
に
団
体
等
に

交
付
し
て
い
る
補
助
金
の
う
ち
、
長
期

間
継
続
し
て
い
る
も
の
や
補
助
割
合

が
高
い
も
の
な
ど
は
、
そ
の
効
果
を

検
証
し
な
が
ら
見
直
し
を
行
い
ま
す
。

目
標
＝
改
善
効
果
額
１
・
48
億
円（
平

成
30
〜
33
年
度
）

民
間
活
力
の
活
用
に
よ
り
コ
ス
ト
削

減
や
サ
ー
ビ
ス
を
向
上

　
民
間
委
託
に
つ
い
て
は
、
本
市
が

直
接
行
っ
て
い
る
事
務
事
業
の
う

ち
、
民
間
に
任
せ
て
も
行
政
サ
ー
ビ

ス
が
保
障
さ
れ
、
民
間
に
任
せ
た
方

が
行
政
コ
ス
ト
の
削
減
が
期
待
で
き

る
場
合
に
導
入
し
ま
す
。

　
ま
た
、
公
の
施
設
に
つ
い
て
は
、

民
間
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
導
入
す
る
こ
と

で
、
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
や
施
設

の
効
率
的
な
管
理
運
営
に
よ
り
行
政

コ
ス
ト
の
削
減
が
期
待
で
き
る
場
合

に
指
定
管
理
者
制
度
を
導
入
し
ま
す
。

行
財
政
規
模
に
合
っ
た
適
正
な
定
員

管
理
に
よ
り
職
員
数
を
削
減

　
正
規
職
員
数（
公
営
企
業
会
計
や

特
別
会
計
の
一
部
を
除
く
）に
つ
い

て
は
、
業
務
量
を
し
っ
か
り
と
把
握

し
、
業
務
の
再
編
・
効
率
化
や
民
間

活
力
の
活
用
な
ど
を
行
い
、
段
階
的

に
削
減
し
ま
す
。

目
標
＝
平
成
33
年
４
月
１
日
現
在

職
員
数
１
９
３
０
人
以
下（
現
在

２
１
０
２
人
）

債
権
管
理
の
計
画
的
な
推
進
に
よ
り

公
平
性
・
公
正
性
を
確
保

　
市
税
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ま
で
滞

納
整
理
の
強
化
等
に
取
り
組
み
、
徴

収
率
の
向
上
に
つ
な
が
っ
て
い
ま
す

が
、
市
税
以
外
の
債
権
に
つ
い
て
も

債
権
の
回
収
手
法
を
構
築
・
運
用
し

な
が
ら
、
本
年
４
月
に
新
設
し
た
債

権
管
理
対
策
室
に
お
い
て
適
切
な
管

理
運
営
を
行
い
、
公
平
性
・
公
正
性

の
観
点
か
ら
、
強
制
執
行
な
ど
に
よ

り
未
収
債
権
の
回
収
を
進
め
ま
す
。

目
標
＝
改
善
効
果
額
１
・
08
億
円（
平

成
29
〜
32
年
度
）

公
共
施
設
の
再
編
で
持
続
可
能
な
施

設
運
営
へ

　
本
市
は
３
千
棟
を
超
え
る
公
共
施

設
を
保
有
し
て
い
ま
す
が
、
そ
の
う

ち
約
48
％
の
建
物
は
建
築
か
ら
30
年

以
上
が
経
過
し
た
老
朽
施
設
で
、
今

後
は
改
修
や
建
て
替
え
な
ど
で
多
額

の
経
費
が
掛
か
る
こ
と
が
見
込
ま
れ

て
お
り
、
現
在
の
施
設
を
維
持
し
て

い
く
こ
と
は
困
難
な
状
況
で
す
。

　
そ
の
た
め
、
今
後
は
施
設
の
再
編

（
同
じ
機
能
を
持
つ
施
設
の
集
約
化

や
異
な
る
機
能
を
持
つ
施
設
を
統
合

す
る
複
合
化
な
ど
）に
よ
る
保
有
量

の
縮
減
や
老
朽
化
施
設
の
長
寿
命
化

改
修
を
さ
ら
に
進
め
、
施
設
の
効
率

的
な
管
理
を
行
い
ま
す
。

目
標
＝
公
共
施
設
延
床
面
積
削
減
率

15
％
以
上（
平
成
29
〜
48
年
度
）

問
行
財
政
改
革
推
進
局

　
☎
24
・
1
1
1
1

　
県
内
の
各
島
で
土
産
物
や
宿
泊
費

な
ど
の
支
払
い
に
使
え
る
20
％
の
プ

レ
ミ
ア
ム
付
き
商
品
券
「
な
が
さ
き

し
ま
と
く
通
貨
」。
大
変
お
得
で
す

の
で
、
旅
行
な
ど
の
際
に
ご
利
用
く

だ
さ
い
。

購
入
で
き
る
人

島
外
か
ら
の
旅
行
者
な
ど（
使
用

す
る
島
の
住
民
は
購
入
不
可
）

販
売
単
位

　
1
セ
ッ
ト
5
千
円

販
売
窓
口

宇
久
町
観
光
協
会
な
ど
各
島
内
の

販
売
窓
口

問
し
ま
共
通
地
域
通
貨
発
行
委
員
会

コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー

　
☎
0
5
7
0・0
3
9・4
0
2

　　
九
十
九
島
を
モ
チ
ー
フ
に
し
た

「
ご
当
地
ナ
ン
バ
ー
プ
レ
ー
ト
」
を

交
付
し
て
い
ま
す
。
市
民
の
財
産
で

あ
る
九
十
九
島
を
P
R
し
、
市
の

イ
メ
ー
ジ
ア
ッ
プ
を
図
る
た
め
、
ご

当
地
ナ
ン
バ
ー
に
交
換
し
て
み
ま
せ

ん
か
。

対
象
車
種

　
原
動
機
付
自
転
車

交
付
場
所

　
資
産
税
課（
本
庁
舎
2

階
）、
宇
久
行
政
セ
ン
タ
ー
住
民
課

必
要
な
物
　
印
鑑
、
旧
ナ
ン
バ
ー
プ

レ
ー
ト
、
車
台
番
号
が
確
認
で
き
る

書
類（
登
録
証
、
保
険
証
書
な
ど
）

交
付
費
用
　
無
料（
旧
ナ
ン
バ
ー
プ

レ
ー
ト
紛
失
の
場
合
は
2
0
0

円
が
必
要
）

※
希
望
番
号
は
選
べ
ま
せ
ん
。

※
ナ
ン
バ
ー
変
更
の
場
合
、
自
賠
責
保

険
の
変
更
手
続
き
が
必
要
に
な
る
場

合
が
あ
り
ま
す
。
詳
し
く
は
保
険
会

社
な
ど
に
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

問
資
産
税
課

　
☎
24
・
1
1
1
1

「
固
定
資
産
税
」
は
福
祉
や
教
育
、
ご

み
収
集
な
ど
、
身
近
な
行
政
サ
ー
ビ

ス
を
提
供
す
る
上
で
、
欠
か
す
こ
と

の
で
き
な
い
貴
重
な
財
源
に
な
っ
て

い
ま
す
。
こ
こ
で
は
そ
の
算
定
方
法

や
、
よ
く
お
寄
せ
い
た
だ
く
質
問
な

ど
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

固
定
資
産
税
の
概
要

固
定
資
産
税
と
は
、
毎
年
1
月
1
日

（
賦
課
期
日
）に
土
地
、
家
屋
、
償
却

資
産（
こ
れ
ら
を
総
称
し
て「
固
定

資
産
」と
い
い
ま
す
）を
所
有
し
て

い
る
人
が
、
そ
の
固
定
資
産
の
価
格

を
基
に
算
出
さ
れ
た
税
額
を
、
そ
の

固
定
資
産
の
所
在
す
る
市
町
村
に
納

め
る
税
金
で
す
。
税
額
は
次
の
よ
う

な
手
順
で
決
定
し
、
納
税
者
へ
通
知

し
て
い
ま
す
。

❶
固
定
資
産
を
評
価
し
て
価
格
を
決

定
し
、
そ
の
価
格
を
基
に
課
税
標

準
額（
税
額
算
出
の
基
礎
と
な
る

額
）を
算
定
し
ま
す

❷
課
税
標
準
額
に
税
率
の
1
・
4
%

を
乗
じ
て
固
定
資
産
税
の
税
額
を

算
定
し
ま
す

❸
税
額
等
を
記
載
し
た
納
税
通
知
書

は
原
則
と
し
て
毎
年
4
月
に
納
税

者
に
送
付
し
て
い
ま
す
。
納
税
通

知
書
に
は
資
産
ご
と
の
課
税
内
容

を
確
認
で
き
る「
課
税
資
産
明
細

書
」を
添
付
し
て
い
ま
す
の
で
、

必
ず
確
認
し
て
く
だ
さ
い

よ
く
あ
る
質
問  

Ｑ
＆
Ａ

Q
年
の
途
中
で
売
買
し
た
場
合
、
納

税
義
務
者
は
ど
う
な
り
ま
す
か
？

A
固
定
資
産
税
は
、
原
則
と
し
て
1

月
1
日
現
在
の
登
記
簿
等
に
所
有

者
と
し
て
記
載
さ
れ
て
い
る
人
が

納
税
義
務
者
と
な
り
ま
す
。
そ
の

た
め
売
買
契
約
を
締
結
し
て
い
て

も
、
1
月
1
日
ま
で
に
登
記
簿
等

の
所
有
者
変
更
の
手
続
き
が
完
了

し
て
い
な
け
れ
ば
、
納
税
義
務
者

は
売
主
に
な
り
ま
す
。

Q
家
屋
を
取
り
壊
し
た
場
合
、
固
定

資
産
税
は
ど
う
な
り
ま
す
か
？

A
家
屋
の
一
部
ま
た
は
全
部
を
取
り

壊
し
た
場
合
は
「
滅
失
申
告
書
」

を
資
産
税
課
に
提
出
し
て
く
だ
さ

い
。
登
記
し
て
い
る
家
屋
の
場
合

は
、
法
務
局
で
の
手
続
き
が
別
途

必
要
に
な
り
ま
す
。
1
月
1
日
ま

で
に
取
り
壊
し
た
家
屋
に
つ
い
て

は
翌
年
度
か
ら
固
定
資
産
税
が
か

か
ら
な
く
な
り
ま
す
が
、
取
り
壊

し
た
家
屋
が
住
宅
の
場
合
、
土
地

の
固
定
資
産
税
は「
住
宅
用
地
に

対
す
る
課
税
標
準
の
特
例
」の
適

用
が
受
け
ら
れ
な
く
な
り
、
翌
年

度
か
ら
税
額
が
高
く
な
り
ま
す
の

で
ご
留
意
く
だ
さ
い
。

Q
所
有
者
が
亡
く
な
っ
た
の
で
す

が
、
固
定
資
産
税
の
課
税
は
ど
う

な
り
ま
す
か
?

A
納
税
義
務
は
、
原
則
と
し
て
相

続
人
が
引
き
継
ぐ
こ
と
に
な
り

ま
す
。
こ
の
場
合
、
固
定
資
産
を

現
に
所
有
す
る
こ
と
に
な
っ
た
人

（
相
続
人
な
ど
）か
ら
申
告
書
を

提
出
し
て
い
た
だ
き
、
翌
年
度
か

ら
新
し
い
納
税
義
務
者
に
変
更

し
ま
す
。
こ
の
手
続
き
は
、
法
務

局
で
の
相
続
登
記
が
完
了
す
る
ま

で
の
間
、
一
時
的
に
納
税
義
務
者

を
決
め
て
い
た
だ
く
も
の
で
、
相

続
登
記
の
手
続
き
は
別
途
必
要
で

す
。
早
め
に
登
記
の
名
義
を
変
更

す
る
こ
と
を
お
勧
め
し
ま
す
。

Q
償
却
資
産
と
は
何
で
す
か
?

A
償
却
資
産
と
は
、
土
地
・
家
屋
以

外
で
、
会
社
や
個
人
が
事
業（
工

場
、
事
務
所
、
店
舗
、
ア
パ
ー
ト
、

駐
車
場
な
ど
）の
用
に
供
す
る
こ

と
が
で
き
る
構
築
物
や
機
械
、
器

具
、
備
品
な
ど
を
い
い
ま
す
。
例

え
ば
、
ア
パ
ー
ト
経
営
の
場
合
に

は
門
扉
、
塀
、
駐
車
場
の
舗
装
路

面
、
外
灯
な
ど
が
償
却
資
産
の
対

象
と
な
り
ま
す
。
な
お
、
償
却
資

産
申
告
書
の
提
出
期
限
は
毎
年
1

月
31
日
と
な
っ
て
い
ま
す
。

問
資
産
税
課

　
☎
24
・
1
1
1
1

9
月
10
日
〜
16
日
は
自
殺
予
防
週
間

あ
な
た
も
命
を
支
え
る
ゲ
ー
ト

キ
ー
パ
ー
に
な
り
ま
し
ょ
う

本
市
で
自
殺
に
よ
っ
て
亡
く
な
る
人

は
年
間
約
50
人
。
年
齢
別
で
は
40
〜

50
歳
の
働
き
盛
り
の
人
が
一
番
多

く
、
次
い
で
60
歳
以
上
の
人
、
30
代

と
続
き
ま
す
。
動
機
は
う
つ
病
な
ど

を
含
む
健
康
問
題
、
経
済
問
題
、
家

庭
問
題
な
ど
と
な
っ
て
い
ま
す
。
自

殺
を
考
え
て
い
る
人
は
さ
ま
ざ
ま
な

問
題
を
抱
え
、
1
人
で
悩
ん
で
い
る

こ
と
が
多
く
、
適
切
な
相
談
窓
口
に

つ
な
が
っ
て
い
な
い
事
例
も
数
多
く

あ
り
ま
す
。
ゲ
ー
ト
キ
ー
パ
ー
と
は
、

そ
の
よ
う
に
悩
ん
で
い
る
人
に
気
付

き
、
声
を
掛
け
、
話
を
聞
い
て
、
必

要
な
支
援
に
つ
な
げ
、
見
守
る
人
の

こ
と
で
、「
命
の
門
番
」
と
も
言
え
る

人
の
こ
と
で
す
。
多
く
の
人
に
ゲ
ー

ト
キ
ー
パ
ー
の
意
識
を
持
っ
て
い
た

だ
く
こ
と
が
自
殺
予
防
に
つ
な
が
り

ま
す
の
で
、
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。

ゲ
ー
ト
キ
ー
パ
ー
の
役
割

❶
気
付
き
〜
変
化
に
気
付
き
、
声
を

掛
け
る
〜

❷
傾
聴
〜
本
人
の
気
持
ち
を
尊
重

し
、
耳
を
傾
け
る
〜

❸
つ
な
ぎ
〜
早
め
に
専
門
家
に
相
談

す
る
よ
う
促
す
〜

❹
見
守
り
〜
温
か
く
寄
り
添
い
、

じ
っ
く
り
見
守
る
〜

相
談
窓
口

長
崎
い
の
ち
の
電
話

☎
0
9
5
・
8
4
2
・
4
3
4
3

　

（
9
時
〜
22
時
、
年
中
無
休
、
毎

月
第
1
・
3
土
曜
は
9
時
〜
翌

9
時
）

東
京
自
殺
防
止
セ
ン
タ
ー

☎
03
・
5
2
8
6
・
9
0
9
0（
20

時
〜
翌
6
時
、
年
中
無
休
、
毎

週
火
曜
は
17
時
〜
翌
6
時
）

※
う
つ
病
や
精
神
疾
患
の
相
談
、

精
神
科
医
療
機
関
の
問
い
合

　

わ
せ
は
障
が
い
福
祉
課
へ
お
尋

ね
く
だ
さ
い
。

問
障
が
い
福
祉
課
☎
24
・
1
1
1
1

11  広報させぼ　2017.9

公共施設適正配置・保全実施計画

北部エリアの
ワークショップが始まりました

本市は「佐世保市公共施設適正配置・保全
基本計画」に基づき、本年度から具体的な
施設の再編を定める実施計画の策定に取
り組んでおり、策定に当たっては市内を
7つのエリアに分けてワークショップな
どを開催し、地域の皆さんと対話しなが
ら進めていくこととしています。7月 13
日には、1つ目のエリアとして北部エ
リア（吉井、世知原、小佐々、江迎、鹿
町地域で構成）のワークショップを江迎
地区文化会館インフィニタスで開催し、
参加者の皆さんからさまざまなご意見
をいただきました。10 月頃までに 4～
5回程度の開催を予定していますので、
ご理解とご協力をお願いします。
問施設再編整備推進室　☎24-1111


